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　以上，極く限定された条件下ではあるが，透過光刺激について観察するとき，われわれの持ち得る
現象体験は様々な表現言吾によって言い表わすことができることをみてきた。そして，それらのことば
の指示物としての現象体験の異質性，あるいは同質性をさぐることを目的として，今回の実験が行な
われた。輝度上昇していく刺激を観察するときに生じる現象を裏現するのに使われることばのうちか
ら，特に類似すると思われるものを6語選んで，互いの関係をとらえようとするとき，単一の条件で
輝度変化をおこなうだけでは，その刺激条件が狭小になっていることでi蓑現語間の相違がとらえな
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れないことも考えら；｝tる．そ撒，＋分とは馴・，h．tsいが，鰍とll糊条件に関して・条件姻竜囲を
拡大することによって，．その顯性の撫鹸討すること鰍みた・そ2t　e＝よって・例えば面積の大
き塒にはとらえら紘かった異質性が，小酪条件において顕現したり・齢光条件ではとらえら
れなかった異質性が，フリッth　・一条件でとらえられるにいたったものもあった。　　　　　　　、
　輝度を変化することによって体験される現象を考えるとき，一一・　maに「明るさの変化」という一つの
次元においてのみ考えがちであるが，実際に観察してみると，単一の属性の量的変化として論ずるこ
とは，あまりに単純すぎるように思われる．輝厳化にともない・撫濾覚属性が誤なった次元
上を移動していくという視覚世界の構造が存在しているように思われる。
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